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１.管 内 概 況

安房土木事務所が所管する地域は、房総半島の南端に位置し、館山市、鴨川市、南房総市及び

鋸南町の 3 市 1 町です。 
面積は 576 平方キロメートル、人口は約 12 万人で、管理している道路は、一般国道が 128 号

と 410 号の 2 路線、主要地方道が鴨川保田線外 6 路線、一般県道が外野勝山線外 23 路線、自転

車道が和田白浜館山自転車道線の１路線で、総延長は約 388 キロメートルです。 
首都圏と南房総地域をつなぐ館山自動車道は、平成 19 年 7 月に全線開通し、平成 31 年 3 月に

君津 IC から富津中央 IC 間が、令和 2 年 3 月に富津竹岡 IC までの区間が 4 車線化しました。 

［道路事業］

当事務所の所管する道路整備事業は、東京湾アクアライン、首都圏中央連絡自動車道、館山自

動車道、国道 127 号富津館山道路など、首都圏の主要都市と連結する高規格道路と一体となって

機能するアクセス道路の整備を重点的に進め、防災力の強化と併せ地域の活性化を図ります。

また、児童等の通学での痛ましい事故が発生していることから、通学路の安全対策としては、

管内の市町の教育委員会・警察・土木事務所等が連携して、安全対策を講じる必要のある通学路

を抽出し、対策を実施しています。

さらに、施設の耐震化・老朽化対策として、国道 128 号里見橋や県道鴨川保田線の御園橋など

の架換え、国道 410 号の堀江橋などで長寿命化のための補修及び塗装、国道 128 号の向井原トン

ネル等について補修工事や点検等を行い、災害に強く安全な道路の整備を進めます。

［河川・海岸事業］

所管する河川は、館山湾に注ぐ二級河川平久里川（19.47 キロメートル）や管内で一番長い加

茂川（22.25 キロメートル）等、二級河川の 22 水系 33 河川です。 
河川の整備・維持管理としては、地域住民の生命・財産を水害等から守れるよう、河道流下断

面の確保としての護岸整備・土砂撤去等を進めています。

特に、平久里川及び平久里川支川の滝川については、度重なる浸水被害対策のため、「総合流域

防災事業」を導入し河道改修を進めています。

所管する海岸保全区域としては、館山海岸及び広場・東海岸等 26 地区 34 キロメートルで、高

潮や波浪から背後の人家を防護するため、防護・環境・利用を考慮した調和の取れた海岸保全施

設の整備を進めています。

［地すべり・砂防事業］

房総半島南部の嶺岡山系周辺は特有の地質から地すべり災害が多発しているため、管内では、

27 地域を地すべり防止区域に指定しています。地すべり防止区域では、住民の生命・財産、道路

及び病院等を守るため、地下水を排除する抑制工や浸食防止対策等を実施しています。

また、土砂災害や水害を防止するため管内の 65 箇所を砂防指定地に指定し、土砂災害の防止工

事を実施するほか、土砂災害の防止のために土砂崩壊を助長するような有害な行為を規制してい

ます。

［港湾事業］

 特定地域振興重要港湾（地方港湾）館山港は、県南の海上物資輸送拠点であり、地域振興に資

する大型客船が着桟可能な多目的桟橋を供用開始しています。

 港湾の機能を効率的に発揮するために、港湾施設の改修等を実施しています。また、多目的桟

橋を安全に利用するための整備を進めています。
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市町別面積、人口

令和 4 年 4 月 1 日現在調べ 

区分

市町村名

面積（km2） 人口(人) 市役所・町役場住所

館山市 110.05 44,195 
〒294-8601 館山市北条 1145-1 
☎ 0470-22-3111

鴨川市 191.14 31,312 
〒296-8601 鴨川市横渚 1450 
☎ 04-7092-1111

南房総市 230.10 34,636 
〒299-2492 南房総市富浦町青木 28(本庁舎) 
☎ 0470-33-1021(総務部総務課)

鋸南町 45.17 6,643 
〒299-2192 安房郡鋸南町下佐久間 3458 
☎ 0470-55-2111

計 576.46 116,786 
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２．事務所の組織 

（１）組 織

副 主 幹 （検 査）

総 務 課 

管 理 課

次 長 用 地 課 用地買収、補償、登記

（事）

所 長 

調 整 課

次 長

（技）

建 設 課

維 持 課

建築宅地課 建築確認、開発許可

鴨川出張所 

庶務、経理、工事の入札・契約

建設業の許可

道路、河川、海岸 
港湾、公園、砂防、急傾斜地等の管理 
境界確定 

工事の企画・調査・報告

関係機関との連絡調整

市町村指導

道路、橋梁

河川、海岸、港湾、地すべり

砂防、急傾斜地の新設・改良

道路橋梁の維持、補修

交通安全施設の整備、公園等

防災、災害復旧

建設業許可、道路河川等の申請受付

（関係機関との連絡調整）

道路・橋梁・河川・海岸・地すべり

急傾斜地等の新設改良維持修繕

防災・災害復旧

― ４ ―



（２）職員の配置

事務所の組織は総務課、管理課、用地課、調整課、建設課、維持課、建築宅地課の 7 課と鴨川出張所で

ある。職員数は、事務職員 20 名、技術職員 39 名、合計 59 名で、他に嘱託職員 11 名を加え合計 70 名と 
なっている。

（令和 4 年 4 月 1 日現在） 
職 名

課 別

所

長

次

長

出
張
所
長

課

長

副
主
幹

主

査

副
主
査

主

事

技

師
計

会
計
年
度
任
期

合

計

1 2 1 4 4 

総 務 課 1 1 4 6 2 8 

管 理 課 1 1 4 6 5 11 

用 地 課 1 1 5 7 1 8 

調 整 課 1 1 1 2 5 1 6 
建 設 課 1 2 2 4 9 9 
維 持 課 1 2 1 2 6 6 
建築宅地課 1 1 3 5 1 6 

鴨川出張所 1 2 2 1 5 11 1 12 

計 1 2 1 7 8 6 5 13 16 59 11 70 

（３）所掌事務

検査担当

１．工事の指導及び検査に関すること。

２．設計積算及び積算基準に関すること。

３．道路、河川、公共用財産の占用に関する審査及び検査に関すること。

４．工事の安全対策に関すること。

５．土木工事の材料等の品質試験、研究及び調査に関すること。

総務課

１．所の総合企画及び調整に関すること。

２．工事・委託の入札及び契約に関すること。

３．建設業の許可に関すること。

４．予算の経理及び決算に関すること。

５．庶務に関すること。
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管理課

１．道路、河川、海岸並びに国有、県有の土地及び水面の管理に関すること。

２．館山港の管理及び運営に関すること。

３．砂防指定地及び地すべり防止区域の管理に関すること。

４．急傾斜地崩壊危険区域の管理に関すること。

５．南房総国定公園及び県立自然公園の管理に関すること。

６．都市公園の管理に関すること。

７．道路・河川・海岸等パトロール実施に関すること。

８．土砂災害防止に関すること。

用地課

１．土地等の収用、買収及び補償に関すること。

２．登記に関すること。

３．不動産の鑑定及び土地評価に関すること。

調整課

１．工事の企画、調査、連絡調整に関すること。

２．防災業務の企画、調整等に関すること。

３．道路、河川等の調査及び統計に関すること。

４．技術関係の所内研修に関すること。

５．建設副産物、コスト縮減、土木積算システム等のとりまとめに関すること。

６．市町村の国庫補助及び県費補助を伴う土木工事の指導監督等に関すること。

７．開発行為の申請に伴う雨水排水計画の審査に関すること。

８．建設リサイクルの通知、届出の受理、報告。

９．平久里川流域懇談会の運営に関すること。

10．土砂災害警戒区域等の調査に関すること。

11．工事の安全対策に関すること。

12．その他所長が必要とする事項。

建設課

１．道路・橋梁等の新設、改良及び舗装の工事に関すること（維持課において所掌するものを除く）。

２．河川・海岸・港湾・砂防・地すべり・急傾斜地崩壊防止施設等の新設、改良及び維持の工事に関

 すること。

３．道路・橋梁・河川・海岸・港湾・砂防・地すべり・急傾斜地崩壊防止施設等の新設及び改良に係

 る技術に関する調査、統計及び報告に関すること。

４．災害査定・災害復旧工事（応急工事を含む）に関すること。

５．その他工務に関すること。
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維持課

１．道路、橋梁修繕に関すること。

２．水防及び災害復旧工事（応急工事を含む）に関すること。

３．災害防除及び災害防止工事の設計施工及び監督に関すること。

４．道路情報及び道路パトロールに関すること。

５．道路の維持補修、災害復旧の調査及び統計に関すること。

６．舗装道路維持修繕事業に関すること。

７．道路維持事業に関すること。

８．道路排水整備事業に関すること。

９．トンネル補修に関すること。

10．自転車道整備に関すること。

11．交通安全施設の設計施工及び監督に関すること。

12．国定公園、県立自然公園、県立都市公園、緑地保全地区に係わる工事に関すること。

13．災害査定・災害復旧工事（応急工事を含む）に関すること。

建築宅地課

１．建築物等の許可、確認、検査等及び届出の受理に関すること。

２．道路の位置の指定に関すること。

３．開発行為等の許可、確認、協議、検査等に関すること。

４．建設リサイクル法に基づく事務に関すること。

５．福祉のまちづくり条例に基づく事務に関すること。

６．建築士事務所の指導に関すること。

７．建築物の定期報告に関すること。

８．建築物省エネ法に基づく建築物の届出・認定等に関すること。

鴨川出張所（鴨川市域）

１．道路、橋梁、トンネル、河川・海岸・地すべり・急傾斜地崩壊防止等の整備・維持に関

 すること。

２．道路、橋梁、トンネル、河川・海岸・地すべり・急傾斜地崩壊防止等の技術に関する調

 査、統計及び報告に関すること。

３．国定公園、県立自然公園の工事に関すること。

４．災害査定・災害復旧工事（応急工事を含む）に関すること。

５．建設業許可に関すること。

６．境界確定その他道路・河川等の維持管理業務・占使用許可等申請受付に関すること。

７．その他工務に関すること。
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３．令和４年度事業 

１）主要施策

［道路事業］ 

① 一般国道４１０号

幅員狭小で屈曲している南房総市「川谷工区」は、これまでに約 950 メートルの拡幅工

事が完了したところです。引き続き残る約 700 メートルの整備を進めます。 
② 県道

 管内の県道については、県道市原天津小湊線鴨川市「坂本工区」、県道富津館山線鴨川市

「金束工区」、県道鴨川保田線鋸南町「市井原工区」、県道和田丸山館山線南房総市「沓見工

区」「池之内工区」等において道路改良を実施し、幹線道路網・緊急輸送道路としての機能

強化を図ります。

 このうち、「市井原工区」、「池之内工区」については、令和４年度内の一部供用開始を目

指します。

③ 交通安全対策

 児童等の通学での事故を未然に防止するため、管内市町の教育委員会・警察・土木事務所

等が連携して合同点検を実施し、早急に安全対策を講じる必要のある通学路については概

ねその対策を実施し、今年度も、引き続き、実施します。また、児童の通学路である、国道

128 号、国道 410 号などで歩道整備を進めます。 
④ 耐震化・老朽化対策

橋梁の耐震化対策として、一般国道 128 号の里見橋で架換を進めています。さらに、国

道 410 号の七島橋などで長寿命化のための補修を進めます。 
トンネルの長寿命化対策として、国道 128 号の日蓮トンネルなどで剥落対策工、ひび割

れ補修等の工事を進めます。

［河川事業］ 

① 河川

館山湾に注ぐ二級河川平久里川等、22 水系 33 河川を所管し、地域住民の生命・財産を水

害等から守れるよう、河道流下断面を確保するため河道掘削・護岸整備等を進めています。

平久里川の館山市亀ヶ原、正木地先では、度重なる浸水被害対策として、平成 22 年度か

ら用地買収と工事に着手し、引き続き事業の進捗を図ります。

 平久里川の支川である滝川については、現況河道が狭く流下能力が不足していることか

ら、河道拡幅に着手し、平久里川合流点から館野橋までの約 1.9km 間の改修を完了してい

ます。現在、上流の箱橋までの 1.2km 区間の改修について、用地買収や護岸工事等を進め

ています。

［地すべり・砂防事業］ 

① 地すべり

 房総半島南部の嶺岡山系周辺の地すべり防止区域においては、住民の生命・財産や道路、

病院等を守るため、鋸南町の市井原、南房総市の平久里下、平久里中、平群、吉沢、大井、

鴨川市の佐久間森で、地すべりの動きを抑制するための地下水排除工事等を実施していま
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す。

② 砂防

 南房総市の砂防指定地大川、合戸では、渓流からの山腹崩壊に伴う土石流の被害を防止す

るために、流路工等を実施しています。また、南房総市の砂防指定地熊野川については、堰

堤工の施工計画検討を進めていきます。

③ 急傾斜

 南房総市の急傾斜地崩壊危険区域仁我浦では、崖崩れによる被害を防止するため、防護柵

工を実施しています。また、鴨川市の急傾斜地崩壊危険区域天津２では、擁壁工等を実施し

ます。

［海岸・港湾事業］ 

① 海岸

 鴨川市の広場東海岸は、急速な海岸侵食により砂浜の幅が減少したことで、台風等の高波

浪による浸水被害が頻発していることから、越波防止を目的とした護岸の嵩上げを実施し

ます。

② 館山港

「特定地域振興重要港湾」に選定された館山港館山地区については、大型客船が着桟可能

な多目的桟橋を平成 22 年 4 月に供用開始し、平成 29 年度にはさらに小型客船等の着岸を

誘致するため、係留施設の増設工事を実施しました。現在、館山港多目的桟橋では老朽化に

伴う歩道部改修、宮城地区等においては施設の改修工事を進めています。

 また、多目的桟橋において、大型客船等の寄港の際に乗客を対象に地域のバスツアー等が

実施され、既設桟橋の幅員では、バスの切り替えし等利便性などに課題があることから、桟

橋の先端を拡幅し、バスの切り替えし場及び停留所を設けることにより、旅客船着岸時の桟

橋利用に係る安全性の向上を図ることを目的として事業を進めています。

［公園事業］ 

① 館山運動公園

 館山運動公園は、体育館、野球場、テニスコートのほか、家族連れでも楽しめる遊具、芝

生公園、遊歩道などもあり、そのほとんどの施設は三十年近く経過しているため、施設改修

を実施し施設の延命化に努めています。引き続き、安全で快適な施設が利用できるよう改修

工事を進めます。

［防災対策］ 

① 土砂災害防止対策

 管内の土砂災害（急傾斜・土石流・地すべり）危険箇所については、令和 3年 5月末まで

に 1,967 箇所の指定を完了したところです。さらに、最新の高精度な地形情報や市町からの

情報提供により、新たに 1,703 箇所の危険箇所を「基礎調査予定箇所」として選定したとこ

ろです。 

 当該箇所については、令和 3年度に砂防基盤図の作成が完了したことから、今年度より基

礎調査を実施していきます。 

土砂災害から県民の生命を守るため危険の周知、警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地

の抑制等について、市・町と協力しソフト対策を推進します。 
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2)令和４年度予算額（消費的経費及び負担金除く）

(1)事業別予算構成内訳

R４.４月現在 単位：百万円
事業名 補助事業費 県単事業費 合　計
道路事業 1,574.0 1,942.0 3,516.0
河川事業 270.0 524.0 794.0
地すべり・急傾斜・砂防 1,163.0 267.0 1,430.0
海岸事業 235.0 185.0 420.0
港湾事業 591.0 22.0 613.0
公園事業 137.0 29.0 166.0
災害復旧事業 167.0 167.0
合　計 4,137.0 2,969.0 7,106.0

【事業別予算】 単位　百万円
道路事業 繰　越 現　年 合　計
補助 627.0 947.0 1,574.0
県単 565.0 1,377.0 1,942.0
合計 1,192.0 2,324.0 3,516.0

河川事業 繰　越 現　年 合　計
補助 188.0 82.0 270.0
県単 85.0 439.0 524.0
合計 273.0 521.0 794.0

地すべり、砂防、急傾斜 繰　越 現　年 合　計
補助 908.0 255.0 1163.0
県単 83.0 184.0 267.0
合計 991.0 439.0 1430.0

海岸事業 繰　越 現　年 合　計
補助 83.0 152.0 235.0
県単 67.0 118.0 185.0
合計 150.0 270.0 420.0

港湾事業 繰　越 現　年 合　計
補助 567.0 24.0 591.0
県単 0.0 22.0 22.0
合計 567.0 46.0 613.0

公園事業 繰　越 現　年 合　計
補助 106.0 31.0 137.0
県単 20.0 9.0 29.0
合計 126.0 40.0 166.0

災害復旧 繰　越 現　年 合　計
補助 167.0 0.0 167.0
合計 167.0 0.0 167.0
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(2)事業費別総括表

単位　百万円
事業名 補助事業費 県単事業費 合計
前年度繰越額 2,646.0 820.0 3,466.0
今年度当初予算 1,491.0 2,149.0 3,640.0
合計 4,137.0 2,969.0 7,106.0

道路事業 3,516.0
河川事業 794.0
地すべり・急傾斜・砂防事業 1,430.0
海岸事業 420.0
港湾事業 613.0
公園事業 166.0
災害復旧事業 167.0

(3)事業費別予算構成

道路事業

49.5%

河川事業

11.2%

地すべり・急傾

斜・砂防事業

20.1%

海岸事業

5.9%

港湾事業

8.6%

公園事業

2.3%
災害復旧事業

2.4%
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4.主要事業の概要

（１）一般国道４１０号 道路改良事業

［事業目的及び効果］

 当該路線は、首都圏と安房地区を結ぶ基幹道路ですが、南房総市川谷工区は線形不良のうえ幅員が狭小

で交通安全上危険度の高い未改良区間が存在しており、交通安全や地域の産業経済の発展に及ぼす影響は

大きいことから整備を進めています。

事業箇所 事業年度 全体計画 令和３年度迄 令和４年度（計画）

川谷工区

（南房総市川谷）

H19～ 事業費：16 億 8 千万円 
延長：Ｌ＝2,320ｍ 
幅員：Ｗ＝6.0(10.0)ｍ 
橋梁：3 橋 

調査・設計

用地・補償

橋梁 １基

改良工・舗装工 L=950ｍ 
Ｃ＝925 百万円 
（進捗率：55%） 

Ｃ＝10 百万円 
取付道路予備設計

L=2,320ｍ 

2.000% 2.000%

3000

7500

500

1000 2500

2000 500

2.000%

3000

1000

1000
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（２）主要地方道・鴨川保田線 道路改良事業

[事業目的及び効果] 
当該路線は、外房地区と内房地区を結ぶ主要道路であり、沿線の生活・産業を支えるとともに、観

光振興等地域の活性化や発展を図る上で重要であり、館山道の全線開通により、鋸南保田インターチ

ェンジからの利用者も増え重要の多い道路となっています。しかし、現状は線形不良や幅員が狭小で

危険が存在していることから、交通の円滑化及び車両通行の安全、観光地等へのアクセス向上を図る

ため整備を進めています。

事業個所 事業年度 全体計画 令和３年度迄 令和４年度（計画）

保田工区

(鋸南町保田） 

S61～H25 事業費：21 億 4 千万円 

延長：1,900ｍ 

幅員：W=6.5（14.0）m 

調査・設計 

改良工・舗装工

L=1,710ｍ 

C=1,985 百万円 

（進捗率：100％） 

H25 完了 

小保田工区

（鋸南町

小保田）

H20～H22 事業費：１億２千万円

延長：L=300m 

幅員：w=6.5（7.5）ｍ 

橋梁：1 橋 

調査・設計

橋梁・舗装工

L=300ｍ 

C=120 百万円 

（進捗率：100％） 

H22  完了 

市井原工区

（鋸南町

市井原）

H21～ 事業費：5 億 9 千万円 

延長：L=690ｍ 

幅員：ｗ=6.0（7.5）ｍ 

改良工

C＝490 百万円 

（進捗率：83％） 

改良工

法面工

C=61 百万円 

道路改良事業

保田工区

道路改良事業

小保田工区

道路改良事業

市井原工区

L=690ｍ L=300ｍ L=1,900ｍ 
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（３）主要地方道・市原天津小湊線 道路改良事業

［事業目的及び効果］

 当該路線は、京葉地域と外房を結ぶ重要な幹線道路であり、沿道は清澄山や養老渓谷に代表される豊な自然

に恵まれ、観光道路としての機能も有しています。

 しかしながら、現況道路は幅員が狭く曲がりくねっており、更に急峻な地形から降雨等の影響を受けやすい

状況にあることから、平成３年度より改良事業に着手し、事業の推進を図っています。

事業箇所 事業年度 全体計画 令和３年度迄 令和４年度（計画）

鴨川市坂本 H18～R4 
（補助）

C=6,773,000 千円 
L=2,720m 
W=6.0（11.0）m 片側歩道 

C=4,637,993 千円 
（内県単 2,126,008 千円） 

C=372,000 千円 
（内県単 21,500 千円） 

1 工区 
L=1,000ｍ 
橋梁 1 橋（80m） 

平成 17 年度 
供用開始

２工区

L=1,720m 
橋梁 4 橋（306ｍ） 

橋梁 4 橋 
改良工・舗装工

L=1,454m 供用開始 
取付道路工 1 式 

坂本工区 

L=2.72km 

１工区 

L=1.0km 

２工区 

L=1.72km 
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（４）一般国道 128 号 山本工区 防災・安全交付金（交通安全）事業

[事業目的及び効果] 

 本路線は、館山市街地に向かう道路で、整備箇所の隣接地には総合病院があり、交通量の多い 

路線となっています。 

 事業箇所は、近隣の小学校に通う児童の通学路となっており、既設の歩道が設置されていますが

幅員が狭いことから、非常に危険な状況となっています。このため、自転車歩行者道を整備し、児

童や交通弱者に対する安全性向上と生活環境の改善を図ります。 

事業箇所 事業年度 全体計画 令和３年度迄 令和４年度（計画） 

館山市山本 H23～R5 事業費：3.0 億円

延長：L=620ｍ
幅員：W=3.5ｍ

C=266,013 千円

歩道工 L=545ｍ
測量・設計 1 式

用地補償  1 式

(進捗率：88％)

C=8,000 千円

歩道工 L=20ｍ
(進捗率：91％)

全体計画 L=620m 

歩道舗装

排水工

歩車道境界ブロック

As
Co

2.0% 1.5% 1:1.5

750 3000 3000 500

7250 3500

10750

500

6541
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（５）二級河川 平久里川水系 平久里川・滝川 河川整備事業

［事業目的及び効果］

 二級河川平久里川では、平成８年９月の台風１７号に伴う豪雨により甚大な被害を受けたこと

から、河道拡幅に伴う護岸等の整備を平成８年度から河川災害復旧事業で実施してきました。

しかし、平成１７年８月の台風１１号さらに、平成１８年４月の集中豪雨により、再度、同じ

場所での浸水被害が生じたことから、平成２０年度から「二級河川平久里川水系河川整備計画」

に基づき、総合流域防災事業を導入し、河川改修を実施しています。 

また、平久里川水系滝川は、蛇行が著しくまた川幅が１０ｍ～１５ｍと狭いため、昭和５０年

度から河川改修に着手し、これまでネック部となっていた鵜戸川橋の架け替えや農業用取水堰の

改築等を行ってきました。

全体計画区間３.６６ｋｍのうち、１期区間１.８７ｋｍ（平久里川合流点～館野橋）が 平成１

６年度に完了し、平成１７年度からは上流部山名川合流点までの２期区間１.７９ｋｍのうち、箱

橋までの１．２ｋｍを優先区間とし、改修を実施しています。

事業箇所 事業年度 全体計画 令和 3 年度迄 令和 4 年度（計画） 
平久里川 

館山市・

南房総市

H20~ 事業費：20 億円 
延長：L=3,800ｍ 
築堤：V=1,190 ㎥ 
掘削：V=102,500 ㎥ 
護岸：A=16,310 ㎡ 
取水堰：3 基 
用地・補償：1 式 

Ｃ＝350,000 千円 
用地・補償 １式

河道掘削 9,000 ㎥ 
護岸工  3,249 ㎡ 

（進捗率：17.5%） 

C=8,000 千円 
付帯工 １式

滝 川

館山市

高井 

S50~ 事業費：35 億円 
延長：L=3,660ｍ 
築堤：V=8,030 ㎥

掘削：V=164,800 ㎥ 
道路橋：3 橋 
取水堰：2 箇所 
用地・補償：1 式 

Ｃ＝2,620,600 千円 
用地・補償 1 式 

河道掘削 161,600 ㎥ 
道路橋：2 橋 
取水堰：1 箇所 
護岸 A=21,744 ㎡ 

（進捗率：74.9%） 

C=4,000 千円

用地・補償 1 式
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１工区 L=1,700m 

2 工区 L=2,100m 

１期区間 L=1,870m 

総合流域防災 二級河川平久里川 L=3,800m 

総合流域防災 二級河川滝川 L=3,660m 

２期区間 L=1,790m 

箱橋 
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（６）地すべり対策事業（南房総市・鋸南町）

（単位：千円）

区域名 所在地
令和 3 年度 
まで事業費

令和 4 年度 
（当初）

備 考

実施期間

1 平 群 南房総市 山田 1,839,638 55,000 H20～R5 
2 富 山 〃 合戸 467,481 H2～H10 
3 平久里中 〃 平久里中 1,505,694 14,000 S55～R4 
4 平久里下 〃 平久里下 322,427 1,000 H22～R4 
5 外 野 〃 外野 709,041 S50～H19 
6 吉 沢 〃 吉沢 343,869 21,000 H29～R9 
7 二部検儀谷 〃 二部検儀谷 336,914 S57～H1 
8 東 星 田 〃 東星田 975,754 H21～H22 
9 野 々 塚 〃 野々塚 564,191 H2～H10 
10 横 根 鋸南町 横根 0 
11 市 井 原 〃 市井原 201,783 17,000 H26～R8 
12 増 間 南房総市 増間 306,334 S61～H1 
13 入 宇 田 〃 入宇田 11,906 
14 大 井 〃 大井 2,856,447 34,000 S47～R5 

計 10,441,479 142,000 

① 

② 

③ 

④ 
⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

⑨ 

⑩ 
⑪ 

⑫ 

⑬⑭
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（７）地すべり対策事業（ 鴨川市 ）

［事業目的及び効果］

 地すべり（土地の一部が地下水等に起因してすべる現象、またはこれに伴って移動する現象）等による被害

を除去または軽減し、県土の保全と県民の財産を守るため、地すべり対策事業を実施しています。

番号 区域名 所在地 全体事業費

（千円）

計画年度 令和４年度

計画（千円）

事業内容

１ 貝 渚 鴨川市貝渚 270,000 H27～R7 25,000 調査、観測

２ 東 鴨川市東 423,000 H29～R12 33,000 調査、観測

３ 佐久間森 鴨川市金束 500,000 H23～R7 29,000 調査、観測

③

①

②
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東条・広場東海岸 1,450ｍ 

（８）東条・広場東海岸 海岸基盤整備事業（高潮対策事業）

［事業目的及び効果］

 広場東海岸の中央部における急速な海岸浸食の進行により砂浜の幅が減少したことで、近年では平成９年、

平成１４年に台風時の高波浪により護岸及び管理用道路が著しく被害を受け、高波浪時の護岸超波により背後

に立地する民間施設への浸水被害も頻発しているため、越波防止を目的とした護岸の嵩上げを行っています。 

事業箇所 事業年度 全体計画 令和３年度迄 令和４年度

鴨川市

広場

H19～Ｈ21 

（県単）

H22～R5 

（交付金）

事業費 C=1,400,000 千円(交付金) 

全体計画長 L=1,450m 

県単独 L= 165m（施工済） 

交付金 L=1,285m 

事業費 C=828,439 千円 

護岸嵩上工    L=750ｍ 

（進捗率：59％） 

事業費 C=100,000 千円 

護岸工  L=50m 

F

As

 H.H.W.L=T.P+1.70

　H.W.L=T.P+0.67

M.S.L=T.P-0.02

L.W.L=T.P-0.90

波返工鉄筋

測量側点

　護岸法線

現場打ちコンクリート(重力式擁壁)

24-8-25 高炉

（100～200kg/個）

間詰めコンクリート

D16@300　SD345

18-8-25 高炉

被覆ブロック2t

アスファルト舗装 t=5cm

砕石基礎（Rc-40)t=10㎝

均しコンクリート t=10cm

管理道路(将来計画)

吸出防止材

捨　石　工
土留め鋼矢板

1
,
0
0
0

4
,8
0
0

4,350

2,850

5
0
0

1,8
00

3 ,000

3 ,000 1,000 4,312

500500 1,312

1
,0
0
0

1
,3
0
0

1
,0
0
0

1
0
0

2
,5
0
0

　T.P.+5.00

　T.P.+0.10

　T.P.+6.00

　T.P.+1.10

▽ T.P.+5.00

1:0.5

1:
0.
5 R=2.0m

1:
1.
5

1:
1.
5

― 20 ―



（９）館山港湾整備事業

［事業目的及び効果］

館山港は、平成 12 年 5 月に観光・レクレーション分野を振興することによる港湾及び周辺地域の活

性化が期待される港湾として、特定地域振興重要港湾に選定されました。平成 22 年 4 月には、多目的

桟橋が供用開始され、大型クルーズ客船、高速客船が寄港し、レクレーションや地域産業に貢献してい

ます。現在、供用開始から約 10 年が経過し、歩道部の腐食が進行してきたことから、歩道部の改良を

行うなど、多目的桟橋を安全に利用するための整備を進めています。

また、館山港宮城地区では、物流の拠点として土砂、砂利等の積み出しに利用されております。平成

23 年度からは、港湾の機能を効率的に発揮するために県単港湾整備（港建特別）事業により、荷捌き地、

野積場等の施設改修工事を実施しています。

事業箇所 事業年度 全体計画 令和 3 年度迄 令和 4 年度（計画） 
館山港

館山地区

館山港

宮城地区

R1～ 

H23～ 

事業費：13.7 億円 
多目的桟橋・歩道改良

事業費：2.3 億円 
荷捌き地・野積場改修

A=18,975 ㎡ 
付帯施設 1 式 

C=566,174 千円 
歩道改良設計 

（進捗率：41％） 

下部工

Ｃ＝177,100 千円 
荷捌き地・野積場改修

A=15,087 ㎡ 
付帯施設改良設計

（進捗率：77%） 

Ｃ＝596,000 千円 
歩道改修工

上部工

Ｃ＝69,000 千円 
荷捌き地・野積場改修

多目的桟橋・歩道改修

荷捌き地・野積場改修 
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５．令和３年度国有土地・道路及び河川等使用状況 

国有土地 道路 河川水面 海岸保全 港湾水域 岸壁物揚場

件数 調定額 件数 調定額 件数 調定額 件数 調定額
件

数
調定額 件数 調定額

継続 58 47,059,386 480 33,251,404 169 1,638,820 98 1,538,460 5 4,284,050 

更新 35 26,700,835 72 3,936,508 36 344,171 64 3,822,060 3 2,907,685 

新規 12 1,655,263 50 337,679 12 118,585 30 409,180 3 683,840 1,349 7,937,126 

小計 105 75,415,484 602 37,525,591 217 2,101,576 192 5,294,710 11 7,875,575 1,349 7,937,126 

無料継続 80 3706 536 119 1 0 

更新 44 367 76 6 0 0 

新規 9 88 19 8 7 0 

小計 133 4161 670 133 8 0 

計 238 75,415,484 4763 37,525,591 838 2,101,576 325 5,418,078 19 7,875,575 1,349 7,937,126 

荷さばき地 野積場 都市公園 船舶入港 港湾施設用地 河川水利

件数 調定額 件数 調定額 件数 調定額 件数 調定額
件

数
調定額 件数 調定額

継続 6 7,540 5 98,080 2 251,500 

更新 7 145,360 4 27,360 

新規 45 12,697,067 24 14,287,496 3 1,345 213 380,488 5 345,722 

小計 45 12,697,067 24 14,287,496 16 154,245 213 380,488 14 471,162 2 251,500 

無料継続 0 3 3 82 

更新 0 2 11 

新規 68 1 

小計 68 3 6 93 

計 113 12,697,067 24 14,287,496 19 154,245 213 380,488 20 471,162 95 251,500 
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６．令和３年度境界確定申請及び確定協議申請取扱状況 

令和 4 年 3 月 31 日現在 
※境界確定申請 81 件 ※確定協議申請 34 件

７．令和３年度自然公園区域内工作物新築等取扱状況 

令和 4 年 3 月 31 日現在（単位：件） 
知事許可 所長許可

取下げ申請 却下 計
特別地域 普通地域 特別地域 普通地域

工作物新築許可 42 2 1 45 
〃 増改築許可 1 1 
〃 夏期臨時 22 22 
形状変更許可 3 3 
期間延長許可 4 4 
水面埋立

土石の採取等

木竹の伐採 1 1 
計 51 24 1 76 

８．令和３年度県立館山運動公園利用状況 

令和 4 年 3 月 31 日現在(単位：人) 

施設名 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 計 年度平均 

体育館 141,237 101,759 62,614 36,116 42,686 384,412 76,882 

アリーナ 78,246 48,449 20,720 16,062 14,276 177,753 35,551 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ 42,776 47,429 39,732 18,869 26,907 175,713 35,143 

研修・会議室 20,215 5,881 2,162 1,185 1,503 30,946 6,189 

（放送・ビデオ設備） (42) (43) (31) (19) (20) (155) (31) 

屋外施設 49,466 48,036 32,636 23,452 36,695 190,285 38,057 

テニスコート 24,765 25,875 19,977 17,687 24,961 113,265 22,653 

野球場 6,387 6,725 4,388 2,531 6,512 26,543 5,309 

少年野球場 5,318 2,991 1,682 1,529 2,135 13,655 2,731 

多目的運動場 12,996 12,445 6,589 1,705 3,087 36,822 7,364 

（照明設備） (6,364) (7,095) (5,368) (4,529) (5,881) (29,237) (5,847) 

計 190,703 149,795 95,250 59,568 79,381 574,697 114,939 
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　用地費及び補償費の執行状況

①国庫補助事業

合　　計

人数 筆数 取得面積　（㎡） 用地費　（円） 件数 補償費　（円） 金額　（円）

118,048 118,048

4 4 272.08 3,919,745 2 2,432,979 6,352,724

118,048 118,048

4 4 272.08 3,919,745 2 2,432,979 6,352,724

118,048 118,048

4 4 272.08 3,919,745 2 2,432,979 6,352,724

上段は、下段額のうち令和３年度以降への繰越額

計

総合流域防災事業

災害復旧工事

道路災害復旧事業（繰越明
許）

道路災害復旧事業

砂防工事

土砂災害防止（砂防）事業
(明許繰越)

土砂災害防止（砂防）事業

河川工事

総合流域防災事業（明許
繰越）

社会資本整備総合交付金
事業（明許繰越）

社会資本整備総合交付金
事業

ふさのくに観光道路ネットワーク事
業
（繰越明許）

ふさのくに観光道路ネット
ワーク事業

防災・安全交付金（交通安
全）事業（繰越明許）

防災・安全交付金（交通安
全）事業

令和4年3月31日現在

用　　地 補　　償

事業名

道路工事
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②県単独事業

合　　計

人数 筆数 取得面積　（㎡） 用地費　（円） 件数 補償費　（円） 金額　（円）

770,507 15,068,000 15,838,507

8 10 1,112.01 8,699,432 6 60,674,482 69,373,914

770,507 15,068,000 15,838,507

3 4 380.46 4,536,918 5 56,801,889 61,338,807

4 4 724.29 4,089,188 4,089,188

1 2 7.26 73,326 1 3,872,593 3,945,919

770,507 15,068,000 15,838,507

8 10 1,112.01 8,699,432 6 60,674,482 69,373,914

上段は、下段額のうち令和3年度以降への繰越額

888,555 15,068,000 15,956,555

12 14 1,384.09 12,619,177 8 63,107,461 75,726,638
補助交付金＋県単事業

河川工事

県単河川維持事業

県単河川改良事業

計

県単橋梁修繕事業

県単耐震橋梁緊急架換事
業（明許繰越）

県単耐震橋梁緊急架換事
業

海岸工事

県単海岸整備事業

県単災害防止事業（繰越明
許）

県単災害防止事業

県単交通安全対策事業
（明許繰越）

県単交通安全対策事業

県単道路改良事業

県単道路改良事業
 （県単債務）

県単ふさのくに観光道路ネットワー
ク事業（繰越明許）

県単ふさのくに観光道路
ネットワーク事業

県単橋梁修繕事業（明許繰
越）

令和4年3月31日現在

用　　地 補　　償

事業名

道路工事
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10．令和３年度建築物、宅地開発等の事務取扱状況 

令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 
（受付件数）

※計画変更を除く

（１） 建築物・工作物

市町村名

区分
館山市 鴨川市 南房総市 鋸南町 合計

建 築 物

（うち計画通知）

42 
（0） 

25 
（0） 

38 
（0） 

12 
（0） 

117 
（0） 

工 作 物

（うち計画通知）

3 
（1） 

建 築 設 備 0 
建築基準法第 43 条第 2 項 

認定及び許可
2 

仮 設 許 可 22 
仮 使 用 承 認 0 

福祉のまちづくり条例届出・通知 5 
定期報告（建築物・設備・防火設備） 117 

省エネ法届出 18 

（２） 宅地開発

都市計画法による開発行為 1 
宅地開発条例による開発 0 
道 路 位 置 指 定 5 

（３） 建設リサイクル法 （建築工事及び土木工事）

届 出
通 知 合 計

建築物に係る解体工事 建築物に係る新築工事等 左記以外

287 8 38 216 549 
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令和4年5月31日現在

種別 市町名 箇所数

館山市 484

鴨川市 180

南房総市 752

鋸南町 183

計 1,599

館山市 24

鴨川市 102

南房総市 76

鋸南町 17

計 219

館山市 1

鴨川市 83

南房総市 49

鋸南町 33

計 166

合計 1,984

詳細な箇所(位置、範囲）については、『ちば情報マップ』に掲載してあります。

ちば情報マップ：https//map.pref.chiba.lg.jp/pref-chiba/Portal

急傾斜地

土石流

地すべり

 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律に基づ
いて指定・告示された区域であり、急傾斜地の崩壊が発生した場合、土砂災害
警戒区域は、住民等の生命又は身体に危害が生ずるおそれがあると認められ
る区域であり、危険の周知、警戒避難体制が行われます。土砂災害特別警戒区
域は、建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危険が生ずるおそ
れがあると認められる区域です。（警戒区域等の境界を明示したり証明するもの
でありません）

１１．土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定
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指定
種別 下流端
二級 元名川 元名川 左右岸 安房郡鋸南町 海に至る 左右岸

元名字高塚 各 2,250 昭和 35．4．1 告示
（貯水池内 152号の2
支川を含む）

〃 保田川 保田川 左右岸 安房郡鋸南町 〃 左右岸 昭和 22．2．28 告示
小保田合流点 各 4,900 124号

〃 佐久間川 佐久間川 左　岸 安房郡鋸南町 〃 左右岸 昭和 16．7．25 告示
上佐久間字 各 10,500 787号
字田坪

右　岸 同町同字むじ 昭和 40．3．31 告示
な峠支川合流 175号改正
点

〃 岩井川 岩井川 左　岸 南房総市 〃 左右岸 昭和 33．6．6 告示
二部字石田 各 3,900 276号

右　岸 同市同字亀井
下市道石田橋
下流端

（南房総市大字竹の内字大
畑　市道頼朝橋下流端か
ら本川合流点までの支川
大川を含む）

〃 岡本川 岡本川 左　岸 南房総市富浦町 〃 左右岸 昭和 23．9．10 告示
大津字松山 各 6,605 603号
732番の1 昭和 40．3．31 告示

175号改正
右　岸 同市同字巡田 昭和 47．4．18 告示

４５２番地先 292号改正
県道犬掛館山
線松山橋

〃 〃 福沢川 左右岸 南房総市富浦町 岡本川へ 左右岸 昭和 43．3．27 告示
大字福沢字榎 の合流点 各 1,900 188号の2
田地先県道道
路橋上流端

〃 平久里川 平久里川 左　岸 南房総市 海に至る 左右岸 昭和 4．9．20 告示
山田字神明 各 19,472 382号
２５番 昭和 15．4．30 告示

366号改正
右　岸 同市同字御屋

敷４０番

〃 〃 滝川 左右岸 館山市腰越字 平久里川 左右岸 昭和 40．3．31 告示
梅田山名川合 への 各 3,600 175号
流点 合流点

上　　流　　端

13.河　　川　　現　　況

水系名 河川名
区　 　域

延長（ｍ）

令和4年4月1日現在
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指定
種別 下流端
〃 〃 山名川 左　岸 南房総市 滝川への 左右岸 昭和 45．6．1 告示

大字山名字新 合流点 各 7,000 341号
関１，４５９番
地先

右　岸 同市同大字字
一ノ堰１，５５７
番地先

市道飯出線飯出３号橋
上流端

〃 〃 増間川 左　岸 南房総市 平久里川 左右岸 昭和 40．3．31 告示
増間字飛石 への 各 4,600 175号
１,０６４番の３ 合流点
筆界上流端

右　岸 同市同字根上
り９２９番の１
筆界上流端

〃 〃 大谷川 左　岸 南房総市 〃 左右岸 昭和 45．6．１1 告示
大字山田字前 各 920 341号
山３６０番の
３３地先

右　岸 同市同字前山
３０８番地先
支川合流点

〃 汐入川 汐入川 左　岸 館山市南条字 海に至る 左右岸 昭和 28．3．10 告示
一丁田 各 3,800 86号

右　岸 同市同字井の
上市道
大戸南条線鎌
田橋橋台下流
端

〃 汐入川 境川 左右岸 館山市北条字 汐入川へ 左右岸 昭和 35．4．1 告示
角の坪 合流点 各 800 152号の2
市道南町安布
里線蛭島橋

〃 長尾川 長尾川 左　岸 南房総市白浜町 海に至る 左右岸 昭和 40．3．31 告示
白浜字東古宿 各 7,600 175号
９５６番１

右　岸 館山市畑鍋倉
１２３４番
馬喰川合流点

水系名 河川名
区　 　域

延長（ｍ）
上　　流　　端
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指定
種別 下流端
〃 〃 馬喰川 左　岸 南房総市白浜町 長尾川へ 左右岸 昭和 40．3．31 告示

白浜字象倉 の合流点 各 1,200 175号
９,５９０番
筆境上流端

右　岸 同市同字東古宿
１，０６６番２
筆境上流端

〃 川尻川 川尻川 左右岸 南房総市千倉町 海に至る 左右岸 昭和 35．4．1 告示
南朝夷字荒堀 各 1,000 152号の2
市道２１号線
ずい道端

〃 瀬戸川 瀬戸川 左　岸 南房総市千倉町 〃 左右岸 昭和 47，4，18 告示
大貫字小松 各 7,500 292号
１,０５３番地先

右　岸 同市同字小松
１，０６２番地先
林道小松線小
松橋上流端

〃 丸山川 丸山川 左右岸 南房総市 〃 左右岸 昭和 4．9．20 告示
大井字一本松 各 13,878 382号
貯水池 昭和 34．8．25 告示
域（支川を含 424号改正
む） 昭和 35．4．1 告示

152号の2改正

〃 温石川 温石川 左　岸 南房総市 〃 左右岸 昭和 40．3．31 告示
珠師ヶ谷字 各 8,600 175号
大谷１，１５５ 昭和 45．6．1 告示
番の２地先 341号改正

右　岸 同市同字
大谷１，１６３番
の５地先

〃 三原川 三原川 左岸 南房総市和田町 〃 左右岸 昭和 31．3．27 告示
布野字布野 各 11,500 109号
１４９番地 昭和 49．5．24 告示

482号改正
右岸 南房総市和田町

布野字布野
１５４番地
林道小向線
布野橋下流端

〃 長者川 長者川 左岸 南房総市和田町 〃 左右岸 昭和 40．3．31 告示
花園字三山田 各 2,600 175号
６７５番地先 昭和 45．6．1 告示

341号改正
右岸 南房総市和田町

芝字大曲
１，０６２番地先

水系名 河川名
区　 　域

延長（ｍ）
上　　流　　端
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指定
種別 下流端
〃 洲貝川 洲貝川 左岸 鴨川市畑 〃 左右岸 昭和 47．4．18 告示

字川向 各 3,700 292号
2,139番地先

右岸 鴨川市畑
字藤造森
2,104番地先
県道西江見停車
場線星野橋上流端

〃 曽呂川 曽呂川 左岸 鴨川市上 〃 左右岸 昭和 31.3.27 告示
字営浄下 各 5,400 109号
325番

右岸 鴨川市上
字畑造
508番1
支川合流点鶴橋

〃 加茂川 加茂川 左右岸 鴨川市金束谷川 〃 左右岸 昭和 4.9.20 告示
合流点 各 22,250 382号

〃 　〃 金山川 左右岸 鴨川市打墨 加茂川 左右岸 昭和 35.4.1 告示
字金山貯水池 への 各 11,100 152号の2
湛水区域 合流点
（支川を含む）

〃 　〃 銘川 左岸 鴨川市北小町 加茂川 左右岸 昭和 43.3.27 告示
への 各 3,050 188号の2

右岸 鴨川市押切地先 合流点
市道大作橋上流端

〃 　〃 川音川 左岸 鴨川市成川 加茂川 左右岸 昭和 45.6.1 告示
字川谷地先 への 各 1,800 341号

合流点
右岸 鴨川市成川

字大番沢地先
奥川谷川合流点

〃 待崎川 待崎川 左岸 鴨川市小宮 海に至る 左右岸 昭和 31.3.27 告示
各 2,400 109号

右岸 鴨川市花房
県道天津小湊
田原線境橋

〃 二タ間川 二タ間川 左右岸 鴨川市清澄 海に至る 左右岸 昭和 45.6.1 告示
字南沢地先 各 5,650 341号

〃 　〃 袋倉川 左岸 鴨川市東町 二タ間川 左右岸 昭和 45.6.1 告示
字下袋倉谷 への 各 7,197 341号
1,849番2地先 合流点

昭和 49.5.24 告示
右岸 鴨川市西町 482号改正

字中台峯
1,510番3地先

水系名 河川名
区　 　域

延長（ｍ）
上　　流　　端
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指定
種別 下流端
〃 神明川 神明川 左岸 鴨川市天津 海に至る 左右岸 昭和 45.6.1 告示

字向台 各 1,500 341号
2,636番2地先

右岸 鴨川市天津
字向台
2,636番1地先

〃 大風沢川 大風沢川 左右岸 鴨川市内浦山地内海に至る 左右岸 昭和 35.4.1 告示
各 7,650 152号の2

昭和 47.4.18 告示
292号改正

昭和 49.5.24 告示
482号改正

〃 開戸川 開戸川 左右岸 鴨川市内浦 海に至る 左右岸 昭和 45.6.1 告示
字奥薩葉 各 1,200 341号
59番地先

計 22水系 33河川 197,022

水系名 河川名
区　 　域

延長（ｍ）
上　　流　　端
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14.砂防指定地現況 令和4年４月１日現在

（国土交通省所管）

延長（㎞） 面積（ha）

7.20 11.75 総60 S23.04.13

1.30 1.99 総60 S23.04.13

1.10 7.50 総60 S23.04.13

2.18 2.71 建80 H01.01.21 建101 H06.01.21

0.32 0.87 建80 H01.01.21

1.25 2.49 建80 H01.01.21 建109 H02.01.30

6.00 79.38 総60 S23.04.13 建99 S31.01.24 建331 S55.03.19

4.60 6.46 建1481 S28.12.11

3.70 3.24 建1481 S28.12.11

4.20 10.10 建1481 S28.12.11 建926 S53.05.02

0.90 4.07 建331 S55.03.19

0.60 2.71 建331 S55.03.19

1.70 8.89 建331 S55.03.19

1.40 4.80 建５２ S56.01.21

1.12 2.58 建80 H01.01.21 建109 H02.01.30

0.39 4.26 国554 R01.09.24

5.43 21.12 建2855 S37.11.14 建52 S56.01.21 建1050 S62.05.02

0.18 0.26 建1050 S62.05.02

1.40 1.26 建2855 S37.11.14

1.50 4.50 建218 S57.02.20

1.27 29.26 国106 H19.02.06

5.00 10.56 総60 S23.04.13

7.50 128.17 建3534 S43.12.10

1.30 18.90 建99 S31.01.24

2.30 0.12 建2158 S34.10.29

0.80 5.60 建946 S49.07.02

0.36 0.82 建805 S63.03.18

0.90 21.23 建2165 H09.12.22 国1218 H22.11.02

0.61 2.91 国262 H17.03.14

7.50 21.30 内490 S14.10.13 建728 S27.06.05 建1732 S48.08.13

0.70 1.18 建1341 S29.08.21 建926 S53.05.02

1.60 24.00 建728 S27.06.05

0.50 12.09 建1732 S48.08.13

三 原 川 三 原 川

芝 川

西 平 川〃

〃 野 尻 川

〃 小 山 川

〃 塩 井 戸 川 支 川

水 系 名 河 川 名

〃 愛 宕 川

砂 防 指 定 年 月 日

丸 山 川 丸 山 川

〃 本 郷 川

〃 塩 井 戸 川

〃 増 間 川

〃 外 野 川

〃 五 反 目 川

平 久 里 川 平 久 里 川

〃 谷 川

〃 大 塚 川

〃 荒 川

〃 東 星 田 川

岩 井 川 岩 井 川

〃 馬 場 川

〃 大 日 川 及 び 大 日 川 左 支 川

〃 長 沢 川

〃 伊 予 川

〃 川谷堀川及び川谷堀川右支川

〃 合 戸

保 田 川 保 田 川

佐 久 間 川 佐 久 間 川

〃 今 平 川

湊 川 志 駒 川

〃 倉 合 川

〃 別 所

曽 呂 川 曽 呂 川

〃

大 川〃
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延長（㎞） 面積（ha）

0.60 1.30 国144 H14.03.07

0.70 10.16 建1732 S48.08.13

0.49 7.88 建1732 S48.08.13 建805 S63.03.18

0.80 5.36 建1732 S48.08.13

0.60 1.87 建1732 S48.08.13

2.10 91.00 内490 S14.10.13 建1341 S29.08.21

2.40 9.90 建99 S31.01.24

2.80 0.70 建1341 S29.08.21

5.20 166.27 内490 S14.10.13 建728 S27.06.05 建331 S55.03.19

2.40 6.90 建99 S31.01.24

2.50 0.81 建1561 S41.05.21

0.70 0.27 建1561 S41.05.21

2.60 17.94 建4324 S42.12.18

2.00 11.73 建1732 S48.08.13

1.40 8.87 建1732 S48.08.13

2.30 4.60 建1459 S45.10.06

2.00 8.08 建946 S49.07.02 建842 S54.04.12

0.60 1.19 建926 S53.05.02

1.10 1.43 建926 S53.05.02

0.90 2.98 建842 S54.04.12

2.20 13.43 建842 S54.04.12

1.20 3.75 建３３１ S55.03.19

0.70 1.43 建537 H01.03.07

8.58 0.98 建2158 S34.10.29

1.30 46.94 建101 H06.01.21

3.10 6.80 建99 S31.01.24

1.35 2.80 総60 S23.04.13

0.63 4.73 建842 S54.04.12

0.60 8.52 建2165 H09.12.22

0.59 8.88 国461 H17.04.15 国498 H19.04.25

2.68 国162 H24.02.13

0.03 5.79 国1031 H24.09.18

131.28 923.05

63河川+河川外2箇所 河川外：坂足・熊野川

加 茂 川

天 津 岩 井 川

夜 長 川 仲 根

砂 防 指 定 年 月 日

湊 川 （ 鴨 川
市 ） 湊 川

二 タ 間 川

平塚川及び吉ノ台川

二 タ 間 川

水 系 名

〃

〃 柳 作 川

〃 小 山

河 川 名

〃 南 沢 川

加 茂 川

〃 石 畑 川

計 15 水 系 65 河 川

〃 仲 根 （ ３ ）

天津岩井川

〃 一 の 作 川

〃 馬 場 川

海 道 川

〃 関 沢 川

〃

〃 逆 川

〃 佐 野 川

〃 細 野 川

〃 五 反 目 川

〃 宮 田 川

〃 尾 沢 川

〃 金 掘 川

〃 山 入 川

〃 天 神 川

〃 峠 沢 川

〃 打 越 川

〃 百 目 木 川

熊 野 川

坂 足

〃 荒 戸 川

〃 市 井 沢 川

洲 貝 川 洲 貝 川
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15.地すべり防止区域指定区域一覧

令和4年4月1日現在

地すべり地域名

平 群 南房総市山田 建告示 第 ３１５号

富 山 〃 宮谷 〃

横 根 鋸南町 横根 〃

建告示 第 ２５８５号

１８０９号

平久里下 〃 平久里下 建告示 第 ８８号

市 井 原 鋸南町 市井原 建告示 第 ２５２号

外 野 南房総市荒川 〃

吉 沢 〃 吉沢 〃

二部検儀谷 〃 二部検儀谷 〃

増 間 〃 増間 〃

入 宇 田 〃 入宇田 〃

建告示 第 ３０２３号

１５８０号

建告示 第 ３０２３号

国告示 第 705号

野 々 塚 〃 平久里中 建告示 第 ５４５号

西 平 南房総市和田町上三原 建告示 第 ８１３号

鴨川市 西 建告示 第 1359号

今 平 鴨川市 西 建告示 第 1007号

建告示 第 1007号

建告示 第 813号

高 田 鴨川市 東 建告示 第 1007号

建告示 第 1007号

国告示 第 845号

貝 渚 鴨川市 貝渚・磯村 建告示 第 1007号

椎 郷 鴨川市 平塚 建告示 第 1007号

建告示 第 1007号

建告示 第 1359号

建告示 第 2585号

建告示 第 1359号

小 山 鴨川市 仲 建告示 第 3023号

横 尾 鴨川市 横尾 建告示 第 814号

天 面 鴨川市 建告示 第 1497号

太 海 鴨川市 国告示 第 280号

計 27区域

32.22 H25.03.25

東 星 田 〃 山田

H20.06.06

10.45

28.00 S53.08.17

45.00 H02.03.31

S35.06.01

S53.08.17

17.58 S35.06.01

61.67 S35.06.01

金束・平塚 163.66

芝 鴨川市 上 31.66

荒 戸 鴨川市 畑 23.00

東 鴨川市 東 98.71

佐久間森 鴨川市

S35.06.01

H02.03.31

25.50 S44.06.05

38.30 S35.06.01

S35.06.01

S37.10.09

S53.08.17

H19.06.26

138.60 S56.03.17

2433.31

S44.06.05

S63.07.18

10.08 H02.03.31

H20.12.22

42.10 S35.06.01

大 井 〃 大井 457.30

7.00 〃

〃

S44.06.05

61.00 〃

500.00 〃

53.78

110.00 〃

65.00 〃

〃

32.00 S42.01.18

14.70 S43.03.01

24.50 〃

平久里中 南房総市平久里中 73.90
S37.10.09

S55.12.02

天面、江見太夫崎
太海､太海浜､
太海西､宮

告　示　番　号

211.70 S35.03.04

55.90 〃

所　　在　　地 指定面積（ha） 指定年月日
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令和4年4月1日現在

区域名 所　　在　　地
那 古 山 館山市 那古字那古山 ７９号
岩 井 袋 鋸南町 岩井袋 ５９７号

〃 〃 （追加指定） １５６号
内 宿 〃 内宿 １７２号
板 井 ヶ 谷 〃 板井ヶ谷 ２３６号
石 堂 南房総市 石堂 ３７９号
根 本 前 〃 石堂字根本前 ８５７号
小 浜 〃 富浦町南無谷 ８７７号
石 小 浦 〃 〃 ８７８号
宮 ノ 台 〃 富浦町豊岡 ８７９号
磯 ヶ 谷 鋸南町 岩井袋字磯ヶ谷 ４９１号
大 黒 山 〃 勝山字大黒 〃
大 六 〃 大六字砂田 〃
日 蔭 〃 吉浜字日蔭 〃
亀 磯 〃 吉浜字亀磯 〃
坂 ノ 下 南房総市 富浦町豊岡 ７９号
向 町 〃 小浦字向町 ５２４号
真 野 〃 久保 ５５２号
南 ヶ 谷 〃 小浦 〃
丹 生 の １ 〃 富浦町丹生 〃
丹 生 の ２ 〃 〃 〃
丹 生 の ３ 〃 〃 〃
久 麦 〃 西原 ６３０号
勝 山 鋸南町 勝山 ６１０号
相 浜 館山市 相浜 ６４５号
塩 浦 南房総市 白浜町塩浦 ９１７号
釜 滝 〃 珠師ヶ谷 ５７４号
玉 ノ 井 鋸南町 竜島 ８５０号
和 田 南房総市 和田町和田 ２４７号
仁 我 浦 〃 和田町仁我浦 72,796.83 ９８８号
真 浦 〃 和田町真浦 35,144.06 ５４号
小 浦 〃 和田町和田 1,492.57 ４２５号
向 畑 〃 和田町小川 5,223.22 ５８１号
寄 浦 鴨川市 寄浦 19,745.44 402号
貝 渚 〃 貝渚 3,786.29 405号の２
太 海 〃 太海 64,169.45 171号

988号
駿 河 浜 〃 駿河浜 6,162.00 672号
磯 村 〃 磯村 3,239.78 989号
新 屋 敷 〃 太海 13,930.12 244号
長 谷 〃 小湊 12,661.32 502号

581号
実 入 〃 実入 18,894.77 746号
清 澄 〃 清澄 7,023.73 243号
内 浦 〃 内浦 10,848.87 487号
内 浦 2 〃 内浦 12,945.75 586号
清 澄 ２ 〃 清澄 2,330.77 415号
天 津 〃 天津 7,651.90 568号
寄 浦 ２ 〃 寄浦 13,061.22 464号
海 ヶ 谷 〃 小湊 7,724.82 758号
西 坊 田 南房総市 白浜町滝口 16,782.86 ９９号
前　 　原鴨川市 前原 973.21 457号
浜　 　荻 〃 浜荻 2,731.00 583号
天　　津　　2 〃 天津 33,170.88 225号
計51区域

H22.06.04 〃
H22.07.30 〃

H14.05.10 〃

H18.08.15 〃

H17.07.05 〃
H18.04.28 〃

H09.06.06 〃
H12.08.01 〃

H04.09.18 〃
H06.03.18 〃

H02.06.01 〃
H08.05.31 〃

S57.12.10 〃
S63.03.25 〃

S52.12.10 〃
S52.10.18 〃

H17.11.15 〃

16.急傾斜地崩壊危険区域一覧

面積（㎡）
78,213.00 S48.01.30 千葉県告示
30,397.20 S49.07.16 〃
3,731.89 S53.02.21 〃
29,001.89 S50.02.18 〃
18,660.84 S52.03.29 〃
16,268.00 S52.06.03 〃
29,772.66 S54.11.02 〃
34,877.30 S55.10.21 〃
27,832.94 〃 〃
1,801.62 〃 〃
16,541.44 S56.05.22 〃
22,000.92 〃 〃
15,913.78 〃 〃
12,361.63 〃 〃
8,371.52 〃 〃
52,675.50 S60.01.29 〃
4,301.61 S59.05.15 〃
36,170.64 S62.06.05 〃
4,076.97 〃 〃
9,998.67 〃 〃
18,235.17 〃 〃
14,014.11 〃 〃
41,242.75 H12.09.01 〃
2,475.91 H12.08.22 〃
4,666.17 H13.05.25 〃
9,642.48 H13.10.16 〃

938,611.24

12,651.59 H16.06.04 〃
1,617.18
8,605.00 S49.03.12 〃

S50.02.18 〃

S57.12.10 〃

H09.04.30 〃
S61.01.28 〃

H30.05.11 〃

H22.03.09 〃

H08.05.31 〃
S45.06.26 〃
S46.05.01 〃
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沿 岸 名 海 岸 名 地 区 海 岸 名

東 京 湾 保 田 本 郷 第２６７号の２
〃 富 山 岩 井 〃
〃 富 浦 坂 本 〃
〃 〃 新 宿 第４７１号
〃 館 山 館 山 第２６７号の２
〃 〃 館 山 〃
〃 〃 西 岬 第２７０号

千 葉 東 千 倉 瀬 戸 第２６７号の２
〃 〃 三 原 〃
〃 和 田 白 渚 第４７７号の２
〃 〃 大 原 第４０８号
〃 〃 和 田 浦 第２４２号
〃 江 見 吉 浦 第２67号の2
〃 〃 浜 波 太 〃
〃 〃 内 遠 野 第401号
〃 〃 真 門 第883号
〃 天 津 神 明 第２67号の2

第539号
〃 〃 神 明 2 号 第185号
〃 〃 浜 荻 1 号 第675号
〃 〃 浜 荻 2 号 〃
〃 小 湊 内 浦 第477号
〃 鴨 川 前 原 横 渚 第435号

第113号（変更）
〃 東 条 広 場 ・ 東 第132号

沿岸名 海岸名 地区海岸名 延　　長（ｍ）
東京湾 館山 館山港A地区 第835号

〃 〃 館山港B地区
〃 〃 館山港C地区 第1033号

港湾名 種別 指定年月日 管理

館山港 地方港湾 S28.5.8 千葉県

港湾区域
正木灯台を中心として半径3,000mの円内の海面及
び汐入川最下流、道路橋下流の河川水面

H1.2.3 　〃　
3,242 H18.3.7 　〃　

18.港湾現況

S53.12.26

令和4年4月1日現在

告示番号
S44.12.12

指定年月日

　〃　

（国道交通省所管）

　〃　
〃

　〃　

　〃　
　〃　

1,000 S37.10.9 　〃　
750 S36.11.9

263 H31.3.26

1,150 S33.5.31 　〃　
　〃　S39.10.2

　〃　
320 S38.9.13 　〃　
1,375 S45.12.4 　〃　

2,100 〃
1,000 S33.5.31 　〃　

　〃　
S39.7.21 　〃　

2,700 〃 　〃　
1,300 S36.11.9 　〃　

1,085 S55.03.18 　〃　
2,300 S33.05.31 　〃　

1,636 S33.05.31 　〃　
260 〃 　〃　

指 定 年 月 日

1,700 〃 　〃　
800 S33.10.28 　〃　

17.海岸保全区域指定一覧

1,800 S33.05.31 千葉県告示
2,300 〃 　〃　

令和4年4月1日現在

告 示 番 号延 長 （ ｍ ）

1,530 S41.12.9

計　　3　　地　　区

700
1,400 S41.4.8

計　　23　　地　　区 31,071

360

千葉県告示

港湾局所管

893
1,725
317
2,935
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19．自然公園集団施設地区一覧 

令和 4 年 4 月 1 日現在 
名称 面積 公園名 位置 設備の種類 備考

大房岬 約 47.5ha 南房総

南房総市富

浦町多田良

園路、駐車場、ピクニック、園

地、ビジターセンター、野営場、

宿舎、少年自然の家、展望園地

館山 約 13.1ha 〃 館山市見物 園地、園路、広場、宿舎等

20．千葉県自然公園一覧 

〔国定公園〕 令和 4 年 4 月 1 日現在 
公園名 指定年月日 面積 保護計画 関係市町村名

南房総

昭和 33.8.1 
〃 40.12.22 
〃 57.12.24 
平成元.2.23 
〃 14.10.11 

約 5,690ha 
特別地域

普通地域

館山市・勝浦市・富津市・君津市・鋸南

町・南房総市・鴨川市・大多喜町・御宿

町・いすみ市

〔県立自然公園〕 令和 4 年 4 月 1 日現在 
公園名 指定年月日 面積 保護計画 関係市町村名

富 山

昭和 26.3.3 
（昭和 39.6.9） 

( 〃60.1.8 ) 
平成 7.5.2 

約 676ha 
普通地域

特別地域
南房総市

嶺岡山系
昭和 10.8.9 
(昭和 39.6.9) 約 1,574ha 普通地域 鴨川市・南房総市

養老渓谷

奥清澄

昭和 10.8.9 
〃 39.6.9 
〃 61.5.9 

約 2,790ha 
特別地域

普通地域
市原市・鴨川市・君津市・大多喜町
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22．沿 革 

明治 33 年 3 月  千葉県第八工区を創設し安房郡役所内に置く。 

大正 3年 4月 千葉県北条工区と改称する。 

昭和 4年 5月 千葉県土木出張所と改称する。 

昭和 9年 4月 千葉県館山市北条土木出張所と改称し、千葉県鴨川土木出張所が創設され管轄を分ける。 

昭和 15 年 1 月  千葉県館山市北条土木出張所と改称する。 

昭和 26 年 8 月  千葉県館山土木出張所に庶務課、工務課を設置する。 

昭和 39 年 4 月  千葉県安房土木事務所と改称する。 

鴨川土木出張所を合併して安房郡市を管轄する。 

安房土木事務所に総務課、管理用地課、工務一課、工務二課を、鴨川土木出張所に庶務課、

工務課を設置する。 

昭和 40 年 7 月  千葉県館山土木事務所と改称する。 

 千葉県鴨川土木事務所を創設して管轄を分ける。 

昭和 47 年 7 月  建築課を増設し、鴨川土木事務所を兼務する。 

昭和 50 年 4 月  工務一課を建設課に、工務二課を維持課に変更する。 

昭和 51 年 4 月  管理用地課を管理課と用地課に分課する。 

昭和 52 年 4 月  千葉県南部漁港事務所が創設され業務分掌を分ける。 

昭和 62 年 4 月  建設課を道路改良課と河川改良課に分課する。 

平成元年 4月 維持課を維持防災課と地域指導課に分課する。 

平成 2年 4月 用地課を用地班と改称する。 

平成 5年 4月 地域指導課を地域指導班と改称する。 

平成 6年 4月 道路改良課を道路改良班と改称する。 

河川改良課を河川改良班と改称する。 

維持防災課を維持防災班と改称する。 

平成 8年 4月 管理課を管理班と改称する。 

建築課を建築班と改称する。 

平成 10 年 4 月  地域指導班を廃止し、調整班を新設し、建築班を建築宅地班と改称する。 

平成 11 年 4 月  維持防災班を維持班と改称する。 

平成 12 年 4 月  管理班を管理課、用地班を用地課、調整班を調整課、道路改良班を道路改良課、河川改良

班を河川改良課、維持班を維持課、建築宅地班を建築宅地課と改称する。 

平成 16 年 4 月  館山土木事務所が安房地域整備センターに改称され、内部組織も統廃合された。（道路改

良課と河川改良課を統合し、建設課と改称する。） 

平成 20 年 4 月 安房地域整備センターと鴨川整備事務所を統合し、鴨川整備事務所は鴨川出張所とする。 

平成 23 年 4 月 安房地域整備センターを安房土木事務所と改称する。 

平成 24 年 4 月 管理課と用地課を合併し管理用地課と改称する。 

平成 25 年 4 月 管理用地課を管理課と用地課に分課する。 
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23.関 係 協 議 会 等

令和 4 年 4 月 1 日現在 

団 体 ・ 協 議 会 名 等 会 長

安房土木事務所管内土木協議会（道路協会安房支部） 支部長 鴨川市長

安房土木事務所管内土木協議会（河川協会安房支部） 支部長 南房総市長

全国治水砂防協会千葉県支部 支部長 鋸南町長

東関東自動車道館山線・一般国道 127 号富津館山道路建設促進期成同盟会 館 山 市 長

国道 410 号並びに関連道路整備促進期成同盟会 君 津 市 長

県道富津館山線改良期成同盟会 富 津 市 長

県道館山大貫千倉線道路整備促進協議会 館 山 市 長

二級河川滝川改修促進協議会 館 山 市 長

主要地方道千葉鴨川線改良期成同盟会 鴨 川 市 長

主要地方道市原天津小湊線改良期成会 鴨 川 市 長

主要地方道鴨川保田線改良期成同盟会 鴨 川 市 長

主要地方道富津館山線改良期成同盟会 会長 島津 正

南房総市富山地区地すべり防止対策協議会 会長 長谷川 清次郎

追原周辺地域活性化委員会 委員長 鈴木 敦

地域高規格道路「鴨川・大原道路」早期建設促進期成同盟会 鴨川市長

地域高規格道路「館山・鴨川道路」整備促進期成同盟会 鴨川市長

千葉県道路協会 林 幹雄

千葉県河川協会 林 幹雄

東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟会 千葉県副知事

千葉県港湾整備促進協議会 斉藤輝弘

千葉県道路整備促進協議会 千葉県トラック協会会長

道路整備促進期成同盟会千葉県連合会協議会 成田市長
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　安　　房 　在　任　期　間 　鴨　　川 　在　任　期　間

磯 野 盛 雄 昭２ ２ ． ４ ～昭 ２ ５ ． ８ 安 田 清 治 昭 ２ ２ ． ４ ～昭 ２４． ８

新 井 重 助 ２ ５ ． ９ ～ ３ ０ ． ３ 上 野 作 次 郎 ２４． ８ ～ ３０． ４

河 津 要 ３ ０ ． ４ ～ ３ ０ ． ８ 西 川 栄 次 郎 ３０． ４ ～ ３１． ４

東 条 良 夫 ３ ０ ． ９ ～ ３ ４ ． ５ 川 名 良 吉 ３１． ７ ～ ３４． ３

木 村 庄 一 郎 ３ ４ ． ６ ～ ３ ６ ． ３ 村 松 直 元 ３４． ４ ～ ３７． ３

一ノ関平十郎 ３ ６ ． ４ ～ ３ ８ ． ５ 鈴 木 直 ３７． ４ ～ ３９． ３

川 名 良 吉 ３ ８ ． ５ ～ ３ ９ ． ３ 石 井 泉 ３９． ４ ～ ４０． ７

鈴 木 直 ３ ９ ． ４ ～ ４ ０ ． ７ 〃 ４０． ７ ～ ４２． ４

田 中 啓 造 ４ ０ ． ８ ～ ４ ２ ． ５ 川 上 良 平 ４２． ５ ～ ４４． １

君 塚 克 敏 ４ ２ ． ５ ～ ４ ４ ． １ 君 塚 克 敏 ４４． １ ～ ４６． ４

粟 津 慶 二 郎 ４ ４ ． １ ～ ４ ６ ． ５ 野 田 親 昭 ４６． ５ ～ ４９． ３

川 上 良 平 ４ ６ ． ５ ～ ４ ８ ． ３ 中 村 和 夫 ４９． ４ ～ ５１． ３

庄 司 武 文 ４ ８ ． ４ ～ ５ ０ ． ５ 平 野 保 一 ５１． ４ ～ ５３． ３

高 田 政 之 ５ ０ ． ５ ～ ５ ２ ． ３ 小 林 準 治 ５３． ４ ～ ５５． ３

内 藤 三 男 ５ ２ ． ４ ～ ５ ４ ． ４ 浅 野 和 夫 ５５． ４ ～ ５７． ３

金 高 幸 雄 ５ ４ ． ４ ～ ５ ８ ． ３ 菰 田 直 也 ５７． ４ ～ ５９． ３

葉 山 信 利 ５ ８ ． ４ ～ ５ ９ ． ３ 高 野 光 雄 ５９． ４ ～ ６０． ４

菰 田 直 也 ５ ９ ． ４ ～ ６ ０ ． ４ 庄 司 勉 ６０． ４ ～ ６３． ３

平 田 拓 資 ６ ０ ． ４ ～ ６ ２ ． ３ 永 沢 慶 雄 ６３． ４ ～平 ２． ３

工 藤 孝 三 ６ ２ ． ４ ～平 ２ ． ３ 伊 藤 辰 彦 平 ２． ４ ～ ３． ３

菅 野 卓 治 平２ ． ４ ～ ３ ． ３ 水 野 崇 ３． ４ ～ ４． ３

高 島 勲 ３ ． ４ ～ ４ ． ３ 井 上 孝 則 ４． ４ ～ ５． ３

今 井 陣 司 ４ ． ４ ～ ５ ． ３ 元 吉 善 万 ５． ４ ～ ６． ３

庄 司 勉 ５ ． ４ ～ ７ ． ３ 藍 郷 黎 治 郎 ６． ４ ～ ８． ３

永 沢 慶 雄 ７ ． ４ ～ ９ ． ３ 村 田 三 智 夫 ８． ４ ～ ９． ３

今 井 陣 司 ９ ． ４ ～ １ ０ ． ３ 金 木 忠 昭 ９． ４ ～ １０． ３

金 木 忠 昭 １ ０ ． ４ ～ １ １ ． ３ 上 地 昌 市 １０． ４ ～ １１． ３

大 森 重 男 １ １ ． ４ ～ １ ２ ． ３ 細 谷 基 行 １１． ４ ～ １２． ３

上 地 昌 市 １ ２ ． ４ ～ １ ３ ． ３ 印 東 亮 １２． ４ ～ １３． ４

千 村 文 彦 １ ３ ． ４ ～ １ ３ ． ４ 浅 野 勝 義 １３． ４ ～ １４． ３

二 馬 健 次 郎 １ ３ ． ４ ～ １ ４ ． ３ 早 川 地 昭 １４． ４ ～ １５． ３

井 出 雄 生 １ ４ ． ４ ～ １ ５ ． ３ 酒 井 廣 治 １５． ４ ～ １６． ３

熊 本 秀 樹 １ ５ ． ４ ～ １ ７ ． ４ 小 高 俊 和 １６． ４ ～ １８． ３

林 仲 次 郎 １ ７ ． ４ ～ １ ９ ． ３ 関 原 正 人 １８． ４ ～ １９． ３

小 山 良 己 １ ９ ． ４ ～ ２ ０ ． ３ 安 藤 孝 房 １９． ４ ～ ２ ０ ． ４

安 藤 孝 房 ２ ０ ． ４ ～ ２ １ ． ４

須 田 利 弥 ２ １ ． ４ ～ ２ ３ ． ３

安 田 武 夫 ２ ３ ． ４ ～ ２ ４ ． ３

福 原 龍 美 ２ ４ ． ４ ～ ２ ５ ． ３

中 橋 正 ２ ５ ． ４ ～ ２ ７ ． ３

西 川 正 治 ２ ７ ． ４ ～ ２ ８ ． ３

吉 田 良 治 ２ ８ ． ４～ ３ ０ ． ３

高 山 治 ３ ０ ． ４～令 ２ ． ３

宮 田 昌 明 令 ２ ． ４ ～令 ４ ． ３

田 中 武 彦 令 ４ ． ４ ～

24 ． 歴 代 所 長

安房土木事務所鴨川出張所となる

令和４年４月１日現在
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